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Sphero Edu の場合，最初に Sphero SPRK+
がタブレット型 PC との位置関係を認識した段









図 ４ 　SpheroEdu の作図方法
場合に，Sphero SPRK+ が A → B → C → D → A
の 順 に 移 動 す る こ と に よ り ， 平 行 四 辺 形
ABCD を作図する場合を表している。
【プログラム １ ：線分 AB の作図】









るいは，∠B は b°であるが， ０ °の基線と線分
AD のなす角が90°，AD//BC より， ０ °の基線
と線分 BC のなす角も90°であるため，線分 BC
を作図するにあたり，90°と方向を設定する。













C は∠A と等しいので，（270°－a°）＋ a°＝270°
より，270°と設定する。あるいは，∠D は b°




































線分 AB の作図においては， ０ °の基線に一









③　平行四辺形の作図では，図 ４ の頂点 A に
おける ０ °の基線のみをワークシートに示し，
線分 AB を作図するために，70°ではなく，

















⑤　Sphero SPRK+ と iPad が各グループに １
台ずつであるため，協働的な学び合いと知識
活性化を促進する活動となるように，進行方
向を示す矢印の付いた Sphero SPRK+ の図
とラミネートされた平行四辺形の図を用意す
る。これらの図があることにより，平行四辺
形の図の上で Sphero SPRK+ の図を移動・
回転させたり角度を書き込んだりしながら考
えを共有することができる。また，「具体」
としての Sphero SPRK+ の現実の動き・「図
的表現（半具体）」としての Sphero SPRK+







とができるように，図 ７ と図 ８ のようなワー
─ 15 ─










る。しかし，図 ９ のひし形の場合，図 ４ の平
行四辺形と異なり， ０ °の位置を表す基線と










２ 時間設定（45分× ２ コマ）で授業を実施する。
授業の概要として，Sphero Edu を用いた授業
設計のポイントに基づいた授業展開を表 １ に示

















いて Sphero SPRK+ に正方形と平行四辺形を
作図させるプログラミング体験を実施した。 ４
～ ５ 人を １ グループとして，各グループに
Sphero SPRK+ と Sphero Edu をインストール






































































項目 １ ２ ３ ４ ５ ６
M 5. 6 4. 8 5. 3 4. 8 4. 8 5. 4




































年 ２ クラスの児童52人を対象として，表 １ の授







































































BC・辺 CD・辺 DA の ４ 辺を作図するプログ
ラムを P1・P2・P3・P4とし，各プログラムの
通過率を表 ３ に示す。また，予備調査でも用い
た ７ 段階評価によるアンケートの結果を表 ４ に
示す。
表 ３ より，ひし形を作図する全てのプログラ











ことが考えられる。しかし， ３ / ４ 以上の通過




また，表 ４ より，項目 ３ において，児童は，





program P1 P2 P3 P4
通過率 100 92. 3 84. 6 76. 9
表 ４　平均評定値と標準偏差（小学生）
項目 １ ２ ３ ４ ５ ６
M 6. 1 5. 1 5. 2 5. 2 5. 1 5. 5
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